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特集：

第5回東京大学ホームカミングデイ開催！

平成18年度第1回東京大学総長賞
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秋の紫綬褒章受章

大学院薬学系研究科・長野哲雄教授が本年秋の紫綬褒
章を受章いたしました。

長野哲雄　大学院薬学系研究科教授

長野哲雄教授は理学、医学、工学とは異なる「薬学」
で行うべき研究について常々深慮し、将来を見据えた研
究方針を打ち出し、新たな道を切り開いてきました。そ
の新分野である「分子薬学」を確立した功績が高く評価
されました。
今日ほど「分子イメージング」あるいは「バイオイメ

ージング」という言葉が人口に膾炙していない10年以上
前より、長野教授は生命
の仕組みを明らかにする
ためには、生きた状態の
細胞・組織や生体におい
て生理活性分子を直接捉
え、それらの活性や濃度
変化を時空間的に測定す
ることが必要不可欠であ
ると先見していました。
この測定には生理活性分
子の蛍光顕微鏡による可
視化観察を行える指示薬（蛍光プローブ）の創製が必要
であると考え、研究課題の柱にしました。
生体から生理活性分子を捉える蛍光プローブに求めら

れる要件として、「生理活性分子と生理的穏和な条件下
で特異的に反応あるいは相互作用して蛍光特性が変化す
る」ことが挙げられます。蛍光性化合物は19世紀後半に
化学合成の報告がありますが、それ以来、現在まで130

年以上にわたって蛍光性化合物は基本的に単純なラベル
化試薬として使用されてきました。長野教授は、蛍光性
化合物をラベル化試薬として用いるのではなく、発光制
御機能が付与された化合物を創製しました。すなわち、
「光物理化学に基づいた蛍光発光の制御原理の解明」→
「有機化学を基盤とした蛍光発光制御原理に基づく蛍光
プローブの分子設計・合成」→「薬理学・生物学による
蛍光プローブの評価および生体機能解析」→「蛍光プロ

ーブの実用化・市販化」の一連の研究を成し遂げたもの
であり、有機化学と生物学が融合した新たな学問領域で
あるChemical Biologyを開拓したものであると同時に、
基礎研究を実用研究にまで展開したトランスレーショナ
ルリサーチでもあります。開発したプローブは現在まで
に28種類あり、このうち12種類のプローブについては市
販され、現在、国内外で広く利用されています。これら
の研究功績に対し、これまでにも日本薬学会賞、上原賞、
島津賞、山崎貞一賞、持田記念学術賞、市村学術賞等、
数々の受賞に輝いています。
長野教授は研究面のみならず、本学における全学カリ

キュラム委員会委員長、総長補佐、薬学系研究科副研究
科長を歴任し、日本薬学会では理事に就任の後、現在副
会頭の要職にあり、学会の発展にも多大な貢献をしてい
ます。

（大学院薬学系研究科　小島宏建）

東京大学は、平成19年（2007年）４月12日に創立130

周年を迎えます。この機会に、東京大学は、多くの方々
と、東京大学のあるべき姿と進むべき方向について共に
語り合い、大学と社会の新たな関係づくりを目指して積
極的に発信すべく、一年あまりにわたって一連の記念事
業を行います。この記念事業の実施にあたり、公式シン
ボルマークを制定いたしました。

東京大学創立130周年記念事業シン
ボルマークの制定について

総務部
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この公式シンボルマークは、「知の生命体」をコンセ
プトにデザインされています。未来に向かう東京大学の、
「新しい知」を発見し続ける力と、「新たな才能」を育み
続ける力を、成長・進化を続ける<未来的な、知的な生
命体>として表現するとともに、21世紀の、さまざまな
学問的、社会的なテーマに積極果敢に取り組む姿勢、つ
まり専門領域や国境の壁を越えて生み出される<知のダ
イナミズム>をも象徴しています。

10月28日（土）本郷キャンパス御殿下ジムナジアムに
おいて、知の創造的摩擦プロジェクト第３回交流会「先
輩と語る、自分を見つめる」が開催された。
これは各業界で活躍する本学の卒業生との交流を通し

て、本学学生のキャリア形成支援を目指す大学主催のイ
ベントである。昨年10月の本郷キャンパスでの第１回、
本年６月の駒場キャンパスでの第２回に引き続く開催
で、約150名の卒業生と約300名の学部・大学院学生が参
加、今回から、卒業生側には40代、50代の経営者も加わ
り、より厚みを増した議論が展開された。
第一部は、13時から休憩をはさんで３ラウンドのグル

ープディスカッションを中心に、約４時間にわたって議
論がくりひろげられた。業界別フリーディスカッション
と銘打った第二部は、場所を中央食堂に移して16時半か
ら行われた。小宮山総長も加わって懇親会を兼ねながら
約１時間半、なごやかに会話の輪が広がった。

第二部の挨拶のなかで小宮山総長は、持続可能な発展
を追求するために、現在、知の構造化が従来以上に求め
られるところであり、そのためには、集積した知を他者
との交流によって深めてゆくことが肝要であるとして、
交流会の意義を称え、もって参加してくれた卒業生に謝
意を示し、学生を激励された。

前２回に引き続き交流会の企画、運営等は、卒業生有
志の集い「東京大学三四郎会」と、本学学生サークル
「東大ドリームネット」の多大なる協力のもとに行われ
たものである。今後も交流会にとどまることなく、学生
と卒業生がともに主体的に参画する、いわば「東大コミ
ュニティ」として、交流の仕組みが熟成してゆくことが
期待される。

会話に熱

総長語る

会話の輪

知の創造的摩擦プロジェクト第３回
交流会「先輩と語る、自分を見つめ
る」を開催

学生部
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本郷キャンパス・龍岡門横の本部棟１階フロアがこの
たびリニューアルされました。受付や待合スペースを一
新したほか、壁面をガラス張りとするなど、開放感のあ
るフロアとなりました。

また、博物館などで使用されているものと同様の機能
を持つ展示ケース（透明度の高いガラスを使用、高気密
で温度・湿度等の調節が可能）や、展示パネル、65イン
チのプラズマディスプレイ（今年中に納入予定）の設置
により、様々な展示が企画できるようになりました。

総務部広報課では、展示ケースに展示したい本学に関
連する貴重な物品、写真などの掲示物、プラズマディス
プレイで放映したい映像などを、学内から広く募集しま
す。展示したい物品等がございましたら、ぜひ総務部広
報課広報企画チームまでご連絡ください。
＜連絡先＞

総務部広報課広報企画チーム　内線22031、82032

E-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

現在の展示の概要は以下の通りです。

●展示ケース内：恩賜の銀時計

1913（大正２）年、工科大学造兵学科の優等卒業生で
あった阿久津国造氏が下賜された銀時計＜東京大学史史
料室：所蔵＞。

1899（明治32）～1918（大正７）年、東京帝国大学の
卒業式に天皇（代理を含む）が臨幸し、優等卒業生に銀
時計を下賜した。選定は大学評議会で行われ、その基準
は卒業時の成績点数を基礎とし、人格的にも優れた者で
あるとした。東京帝国大学優等卒業生に下賜された銀時
計の総数は、323個（法88・経９・医42・薬13・工77・
文50・理20・農24）である。
本時計は、1996年８月、大正２年工科大学造兵学科優

等卒業生故阿久津国造氏のご遺族から寄贈していただい
たもの。

○展示パネル

写真集『東京帝国大学』より

明治33年（1900年）頃のキャンパス風景

写真集『東京帝国大学』は、明治33年４月のパリ万国
博覧会に出陳した、小川一眞（おがわ　かずまさ）の撮
影・編集による大判の写真集。東京帝国大学の舎・設
備・総長・教員の写真を掲載している。同時期の帝国大
学キャンパスの様子を知る絶好の史料である。小川一眞
は明治から昭和にかけての著名な写真家で、皇族・古社
寺の秘宝・名画を多く撮影した。
今回の展示は、「赤門」「工科大学」「法文科大学」「大

学中庭泉水の景（三四郎池）」「外国教師館」の５点を接
写し、パネル化したもの。

明るく開放的になった１階フロア

本部棟１階フロアがリニューアル
しました！

総務部・施設部



《安田講堂店に続くオープン》
11月14日（火）、本郷キャンパスの龍岡門を入ってす

ぐ右にある山上会館龍岡門別館１階に、24時間営業の
「ローソン東京大学龍岡門店」がオープンしました。
本郷キャンパス内へのコンビニの設置は、学生・教職

員等の福利厚生の充実を図ることを目的として平成16年
法人化直後から構想されました。同年10月には公募によ
って出店業者の選定が行われ、平成17年３月に東大初の
コンビニとして「ローソン安田講堂店」がオープンしま
した。今回オープンした龍岡門店はそれに続くものとな
ります。なお、本年９月からは医学部附属病院独自の施
策として「ローソン東大病院店」も営業しています。

《大学らしさを取り入れたコンビニ》
龍岡門店に入って真っ先に感じるのは広い！というこ

とでしょう。店内にはイートインスペースがあるだけで
なく、店の前にもオープンテラスが設置されています。
周囲には樹木も多いことから、ちょっとひと息入れたり、
授業や研究の合間に友人とおしゃべりしたりするのにぴ
ったりでしょう。そのオープンテラスには、廃棄材と廃
プラスチックを混合した資源循環型の素材が使用されて
います。その他に、大型ウインドウに光触媒のコーティ
ングをしたガラスを使用したり、オゾン層を破壊しない
自然冷媒のひとつであるCO2冷媒冷蔵ショーケースを使
用する等、店づくり全体に本学の研究成果を取り入れた、
大学ならではのコンビニというコンセプトになっていま
す。

《本郷キャンパスのコンビニ事情》
これでキャンパス内のコンビニ店舗は３つになりまし

た。さらに、12月下旬にはバス通りをはさんで龍岡門店
の斜め向かいとなる薬学系総合研究棟にもエントランス
を活用したローソンのミニ店舗がオープンする予定で

す。こちらは、薬学部の学生・教職員の利用が中心にな
ると思われますが、東大のコンビニも４店目、ますます
便利になりそうです。

ローソン東京大学龍岡門店　店長より
「おかげさまで安田講堂店・東大病院店に続き、龍岡

門店をオープンしました。更に薬学系総合研究棟に出店
を予定しており、合計４店舗出店致します。常に新しい
挑戦を続け、東京大学の店舗１店１店が学生や教職員の
皆様に愛され支持される「キャンパスのほっとステーシ
ョン」になるよう努力して参ります。」

本学は11月17日、東京大学職員の中皮腫発症について
記者発表を行った。以下に全文を掲載する。

報道発表資料
平成18年11月17日

東京大学

東京大学職員の中皮腫発症について

本学施設系技術職員（男性、50代）が中皮腫と診断さ
れましたので、ご報告いたします。

１．本職員は本年４月に検査入院後、要観察として検査
を行っていましたが、組織検査の結果、11月初めに
中皮腫と診断されました。
11月上旬手術を行い無事終了し、現在順調に回復中
です。
なお、本学は本人の速やかな職場復帰を支援する所
存です。

２．本職員は東京大学に採用されて以来、施設整備にお
ける計画、設計、工事監理、維持管理業務を担当し
てきており、昭和46年度からアスベスト吹き付けお
よび撤去等を含む工事の施工立会いを行ってきまし
た。
なお、アスベスト関連工事に従事した期間は昭和
46年度から昭和51年度と推定されます。

３．本学では以前から国の通知に基づいたアスベスト対
策を行ってきましたが、本年３月にはさらに、アス
ベスト使用状況の把握、環境管理や作業管理、過去
に在籍した学生や教職員を含めて学生・教職員の健
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ローソン龍岡門店がオープン
しました！

財務部

記者発表「東京大学職員の中皮腫発
症について」

環境安全本部
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康管理等について詳細な対応を定めた「東京大学石
綿対策ガイドライン」を作成し、アスベスト濃度測
定、安全衛生教育、相談窓口の設置等を実施しまし
た。
このことについては学内で説明会を行うとともにホ
ームページに掲載し、学内外に公表しました。
（http://www.u-tokyo.ac.jp/gen01/b02_10_j.html）
また、学内のアスベスト飛散の恐れのある建物につ
いては飛散防止対策工事を実施済みであり、加えて、
当該建物について空気中のアスベスト濃度測定を実
施、アスベスト飛散がないことを確認しておりま
す。

４．本学でアスベスト関連工事に従事したことのある在
職職員及び他機関に異動、または退職した職員につ
いては、リストアップ及び追跡調査を行い、「東京
大学石綿対策ガイドライン」に従って特殊健康診断
や保健指導を行います。

本学から他機関に異動または退職した職員の方で新聞
報道等をご覧になり健康診断等をご希望の方は是非ご連
絡をお願いします。

相談窓口：環境安全本部　　担当：河原、山本
（電話） ０３－５８４１－１０５２
（ファックス）０３－５８４１－１０５３

10月４日（水）、５日（木）の２日間に渡り、本学柏
キャンパス総合研究棟６階大会議室にて、本センターの
年次シンポジウム～CSISDAYS2006～が開催された。
第９回目となる今回は、今年度４月より本センターが全
国共同利用施設化されたことを祝して、記念式典と祝賀
会を行ったほか、本センター教員の研究活動紹介や、招
待講演、空間情報科学分野の研究者による全国共同研究
利用発表大会が行われた。来場者は２日間で220名を越
える盛会であった。
全国共同利用記念式典では、本学 小宮山宏総長、文

部科学省 藤木完治審議官、財団法人地方自治研究機構
石原信雄理事長、地理情報システム学会 村山祐司会長
からの祝辞を頂戴した。その後、国立情報学研究所 坂
内正夫所長より、「新たな教育・研究の基盤　サイバー
サイエンスインフラストラクチャの構築」というタイト
ルで記念講演をいただいた。
招待講演では、まず国立民族学博物館 文化資源研究

センターの久保正敏教授が、「民族情報学と文化資源の
時空間的処理」のタイトルで、民族学という、いわば人
文社会科学分野における情報処理の方法と、その課題を
説明された。つぎに、株式会社ナビタイムジャパン 大
西啓介代表取締役社長が、「ユニバーサルな歩行者ナビ
ゲーションの実現までの道程と今後の展開」というタイ
トルで、同社がTVや山手線内のコマーシャルなどで有
名になったこれまでの軌跡と、その発展を支えた技術に
関する講演をいただいた。

年次シンポジウム～CSISDAYS2006
～ 盛会のうちに閉幕

空間情報科学研究センター

招待講演に熱心に聞き入る参加者
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全国共同研究利用発表大会では、55件の研究発表があ
った。１件につき５分間の研究概要の口頭発表を行なっ
た後、ポスターセッションが設けられた。発表者は大学
関係者のみならず、官公庁や民間企業の研究者も含まれ、
産官学で展開されている最新の研究動向を組織と専門分
野の枠を超えて俯瞰することのできる有意義な発表大会
となった。

シンポジウムの最後には、柴崎亮介センター長より、
今後も本センターが国内外の空間情報科学における研究
をリードし、その実用的普及に向けた取り組みに邁進し
ていく決意表明をもって閉会した。

柏地区の学生・教職員に加え、一般市民約30名の皆さ
んのご参加を得て、柏キャンパスへの「さつき」の植樹
が行われた。
植樹はキャンパスの環境整備の一環として新領域創成

科学研究科が企画したもので、基盤科学、生命科学の両
研究棟と柏図書館の間の駐車場付近に、10月16日（月）
の環境整備の日に柏地区の学生・教職員によって約240

本、10月28日（土）には柏キャンパスの一般公開のイベ
ントのひとつとして研究科の呼びかけにこたえた市民の
皆さんにより約160本の植樹が行われた。
一般公開当日は秋晴れの穏やかな天候に恵まれ、この

企画を担当した近山新領域創成科学研究科教授の挨拶に
つづき、植木職人の指導のもと、軍手、スコップを手に
した一般市民の皆さん約30名に、植樹をしていただいた。
植樹に積極的なお子様も多く参加され、参加された方々
から、これから柏キャンパスにより親しみを持てるとの
声も聞かれる中、好評のうちに完了した。

なお、この植樹に参加された一般市民の方々の氏名
（掲載についてご了解をいただいた方のみ）を、感謝の
意を込めて新領域創成科学研究科のホームページ
（http://www.k.u-tokyo.ac.jp/）に掲載している。

全国共同利用記念祝賀会にて

植樹手順の説明を聞く参加者

子供たちも積極的に植樹

全国共同利用研究発表大会でのポスター発表

柏キャンパスに「さつき」の植樹

大学院新領域創成科学研究科
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10月26日（木）の夕刻16時半から、駒場IIキャンパス
のユニバーシティ広場において、生産技術研究所の外国
人研究者・留学生との懇談会が開催された。この催しは、
生産技術研究所の外国人研究者・留学生及び教職員の相
互理解と文化交流を深めることを目的として、昭和59年
から毎年開催されている。
今年度も、昨年度に引き続き「屋台」で各国の食事を

提供する形式で行われ、参加者はボランティア120名を
含めて440名にのぼり、大盛況だった。
懇談会には10チーム（イタリア、韓国、スウェーデン、

スリランカ、台湾、中国、日本２チーム、ベトナム、ロ
シア）が出店し、各チームがそれぞれの国の伝統料理を
提供した。これだけ多くの国の料理を一度に食べられる
ことはめったになく、大変貴重な機会である。どの屋台
も大変好評で、長蛇の列ができ、参加者は各国の料理を
食べ比べ、余興を楽しみながら、大いに文化の交流をは
かることができた。また、今年度の企画として、最もお
いしかった料理への投票が行われ、有効票数221票のう
ち49票を獲得したスウェーデンチームが見事１位に輝い
た。
最後に、出店してくださったボランティアの皆さんや

お手伝いいただいた皆さんには、各屋台の企画、当日の
料理、後片付けなど大変お世話になりました。また事務
職員の皆さんには、懇談会前日までの企画、食材等の準
備から、当日の運営、後片付けまで、大変な作業をこな
していただき、感謝しています。

10月27日(金)10時から、岐阜県飛騨市の宇宙線研究所
附属神岡宇宙素粒子研究施設地下観測施設において、神
岡消防署の講師の指導のもと約40名が参加し、消防総合
訓練を実施しました。
当日は、神岡鉱山内で従事している東北大学、神岡鉱

業（株）、東京大学合同で、東北大学の施設から火災が
発生したものと想定し、三者が連絡を取り合いながら初
期対応、避難訓練を行いました。
その後、坑内入口において、消火器を使用した消火訓

練を行い、講師から講評および指導を受けました。
今回の訓練での反省点・改善点を、今後の対策として

活かし、防災体制・防災意識の充実を図って行きたいと
思っております。

平成18年度外国人研究者・留学生と
の懇談会開催

生産技術研究所

附属神岡宇宙素粒子研究施設にて、
地下観測施設の消防総合訓練を実施

宇宙線研究所

『臭さ』で有名なシュールストレミングスの缶を開ける
スウェーデンチーム

焼き餃子と水餃子を提供する中国屋台

ホワイトボードでの避難状況の確認



10月27日（金）、28日（土）の両日にわたり柏キャン
パス（大学院新領域創成科学研究科、宇宙線研究所、物
性研究所、人工物工学研究センター、空間情報科学研究
センター、高温プラズマ研究センター、気候システム研
究センター、環境安全研究センター柏支所・柏図書館）
及び柏Ⅱキャンパス（生涯スポーツ健康科学研究センタ
ー）において、一般公開が開催された。
この一般公開は、地域・社会との連携・交流や知的啓

発を目指して、柏キャンパスへ移転した当初から実施さ
れてきたもので７年目になり、昨年から始めた柏の葉キ
ャンパス駅からの送迎バスも好評であった。
公開内容は、キャンパスとして特別講演会を柏図書館

で開催したのを始め、各部局とも、日頃の研究成果の紹
介、実験コーナー、入門講座等それぞれ特色ある催しが
行われ、特に、物性研究所で行われた「ガイドツアー」
（スタッフによる見どころ案内）は、毎回、多数の参加
者で好評であった。
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坑内入口での消火訓練

柏キャンパス一般公開開催

柏キャンパスリエゾン室
また、来場者はキャンパスの広さ、建物の斬新さや先

端研究についての丁寧な説明や展示、実験体験等に感心
され、首都圏新都市鉄道㈱（つくばエクスプレス）をは
じめ、柏市、流山市など地域の方々の協力による宣伝効
果もあり２日間を通して約4,500名の方々が訪れ、地域
に開かれたキャンパスの雰囲気が感じられた。

ナノ技術、量子科学、ITに立脚したイノベーション
創出と人材育成を目的とした「ナノ量子情報エレクトロ
ニクス研究機構」が10月17日（火）に設置され、機構長
として荒川泰彦先端科学技術研究センター教授が指名さ
れた。10月30日（月）には、生産技術研究所コンベンシ
ョンホールにおいて発足記念講演会が開催された。これ
により、部局の枠を越えて国内外の研究機関と強い連携
を図り、ナノ量子情報エレクトロニクス分野の世界的拠
点を目指す本機構の活動が本格的にスタートした。
本機構は科学技術振興調整費「先端融合領域イノベー

ション創出拠点の形成」事業として採択された「ナノ量
子情報エレクトロニクス連携研究拠点」プロジェクト
（総括責任者小宮山宏総長）の中核研究組織ともなり、
シャープ、ＮＥＣ、日立製作所、富士通研究所の４協働
企業が東大企業ラボをそれぞれ設ける。
研究開発目標としてはナノデバイスをベースに情報通

信ネットワークのイノベーションを図り、さらにはより
高度な量子暗号通信や飛躍的計算量が期待できる量子コ
ンピューターの実証研究まで行う。人材育成ではこの分
野を俯瞰する人材を育てることに重点目標を据えてい
る。

実験コーナーで楽しむ子供たち

ナノ量子情報エレクトロニクス研究
機構が発足
記念講演会が開催される

生産技術研究所

ガイドツアーで実験室に向かう来場者
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講演会は、岡村定矩理事（副学長）の開会の辞に始ま
り、小宮山総長の挨拶のあと、小田公彦文部科学省科学
技術・学術政策局長の来賓挨拶、江崎玲於奈茨城県科学
技術振興財団理事長、柘植綾夫総合科学技術会議議員の
特別講演をそれぞれ賜った。江崎理事長はナノ半導体の
開拓と量子情報の歩みについて、柘植議員は国創りに結
実する科学技術創造を目指して－イノベーション創出能
力強化と人材育成について、幅広くかつ深い見識を示さ
れるとともに、本機構への期待の言葉もいただいた。

さらに、荒川機構長および太田賢司シャープ代表取締
役専務、國尾武光日本電気執行役員、長我部信行日立製
作所基礎研究所長、村野和雄富士通研究所代表取締役社
長により研究開発の取り組みについて講演があり、最後
は西尾茂文副学長の閉会の辞で締めくくった。
講演会には、会場からあふれる300名近い聴衆が参加

し、機構発足への期待と今後の責任の大きさを痛感した。
なお、講演会に先立ち小宮山総長以下関係者19名が記者
会見に臨んだ。

第９回「東京大学分子細胞生物学研究所実験動物慰霊
祭」は10月31日（火）11時より、農学生命科学研究科附
属家畜病院奥の動物慰霊碑前において執り行われた。当
日は秋晴れの空の下127名の参列者があり、宮島所長の
挨拶、内藤動物実験委員長からの一年間の動物実験概要
の報告、引き続いて教職員・学生等参列者による焼香が
しめやかにおこなわれた。
分生研では研究所本館地下のSPFマウス実験施設及び

ウサギ飼育室、本館玄関前の新動物舎、そして生命科学
総合研究棟地下の実験動物施設を利用して、多くの教職
員・学生等が遺伝子改変マウスの作製及びその解析、抗
がん剤の評価、神経系や造血系の初代培養細胞の分離、
タンパク質の精製、抗体の作製などの目的で実験動物を
使用している。その数は過去一年間にマウス約16,500匹、
ラット58匹、ウサギ222羽にも上り、これらの動物実験
で得られた新しい知見は学会や学術論文に発表され、そ
れぞれの専門分野において高く評価されている。

発足記念講演会で挨拶する小宮山宏総長

記者団の質問に答える荒川泰彦機構長

人があふれるほどの盛況を見せた会場

小さな動物たちに感謝をこめて合掌

動物慰霊祭

分子細胞生物学研究所
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教育学部附属中等教育学校において、本学海洋研究所
の塚本勝巳教授による講義「ウナギ大回遊の謎」が11月
８日（水）に行なわれた。約80名の生徒、保護者、教員
が熱心に聴講した。

世界中に温帯で６種類、熱帯で12種類のウナギがある。
これらのDNAを調べると、ボルネオ島近くの海から川
へ上がったのが最初のウナギと考えられるそうだ。約1

億年前のことらしい。この海水魚を起源として、海流に
乗ってヨーロッパやアフリカ、東アジアへ移っていき、
現在のような生息分布となった。
有名なアリストテレスも「ウナギは泥の中から自然発

生する」と記述するなど、ウナギの生態は長い間、謎に
包まれていた。ようやく1920年頃に北大西洋のサルガッ
ソー海付近でヨーロッパウナギは産卵することをヨハネ
ス・シュミットが初めてつきとめた。
日本では約30年前から調査を開始した。黒潮に乗って

ウナギは日本沿岸に来る。そこで、沖縄、台湾、フィリ
ピンと調査海域を徐々に南下しながら、ウナギの幼魚
（レプトセファレス）を探した。
最近の調査から「夏の新月の日にマリアナ沖の海山で

産卵する」という仮説を立てた。その仮説を裏付けるた
めに調査をすると、昨年、新月の日の直後に集中して、
卵や生後２日目のプレレプトセファレスを発見すること
ができた。採取した場所と海流の速さから東経142°、
北緯15°付近の西マリアナ海嶺にある３つの海山が産卵
場所であろうということまで突き止めた。
今後の課題としては、ウナギの産卵行動、回遊してい

るときの生態などを調べることがあげられるという。講
義は心理学や古文などの内容にも話が及び、海洋研究は
いろいろな学問と関連があることが紹介された。単に専
門的な知識だけでなく幅広い知識が必要なこと、さらに
仮説を立ててそれを実証していく楽しさと苦労などは生

ここに分生研の研究活動のために尊い命を捧げてくれ
た動物たちの御霊に感謝と追悼の意を表します。
分生研における動物実験は今後ますます盛んに行われ

るようになるものと思われますが、「動物の愛護及び管
理に関する法律」（平成17年改正）、「研究機関等におけ
る動物実験等の実施に関する基本指針」（平成18年）を
遵守し、動物実験等に関する基本理念である 3R

（Replacement,Reduction,Refinement）を尊重して、必
要最小限の動物を用いて最大限の研究成果が挙げられる
よう、関係する皆様方のなお一層の努力をお願いしたい
と思います。

11月１日（水）14時から、台東区谷中の天王寺におい
て平成18年度医学部解剖体慰霊祭（解剖体数132体）が、
ご遺族約180名、医学部関係教職員約40名及びこの春教
養学部より進学し、初めて解剖実習に臨んだ医学科３年
の学生約110名の合計約330名参列のもとに執り行われ
た。
本慰霊祭は、ご遺体を医学教育と医学の進歩発展のた

めに捧げられた方々の御霊に感謝し、お慰めするため、
ご遺族をはじめご縁故深い方々のご臨席を得て毎年実施
されているものである。
住職以下７名の僧侶による読経が境内に流れた後、廣

川学部長による祭文の朗読、焼香が行われ、ご遺族代表、
教職員総代、来賓代表の焼香と続いた。学生代表として、
医学科３年の山h康太郎さんの焼香に続き、参列者全員
が焼香を行った。
本堂における行事を終えた後、千人塚において僧侶に

よる読経が行われ、隣接する医学部納骨堂での焼香を行
い散会した。

講義の様子

解剖体慰霊祭にて祭文を朗読する廣川医学部長

医学部解剖体慰霊祭が行われる

大学院医学系研究科・医学部

附属中等教育学校で海洋研究所の特
別講義「ウナギ大回遊の謎」を行う

大学院教育学研究科・教育学部
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徒たちにも通じたようだ。塚本教授は常に具体例を出し
ながら説明されたので、特別講義はとてもわかりやすい
すばらしいものであった。

平成18年度の医科学研究所における動物慰霊祭が、11

月９日（木）11時から、同研究所敷地内の動物慰霊碑前
において執り行われた。同研究所では、医科学の発展の
ため貴重な知見を与えてくれた数多くの諸動物達の霊を
慰めるため毎年実施されている。
当日は、秋晴れの空の下、山本雅所長から慰霊の言葉

が述べられ、甲斐知惠子実験動物研究施設長から、１年
間の動物実験についての概要報告があり、引き続いて、
研究者を中心に約250名の教職員・大学院生等が参列し、
尊い動物の御霊に思いをいたし、献花がしめやかに行わ
れ、滞りなく終了した。

地震研究所が創設されたのは、関東大震災から約２年
後の1925年11月13日。この日から、ちょうど81年目の
2006年11月13日、新築された地震研究所１号館を披露す
る記念式典が、文部科学省の森口泰孝研究開発局長ら約
130名の関係者を迎え、盛大に行われた。
地震研究所の旧本館は、1963年に建設が始まり、数回

の増築を経て、1970年に完成した。その後、別館の増築
やテレメータ棟の新築はあったが、保有面積は文部科学
省が基準とする面積より大幅に少ない状況が続いてい
た。さらに耐震診断の結果、首都圏で大地震が発生した
場合、使用に耐えない程度の大きな被害を受ける可能性
が高いことがわかった。
地震研究所という組織の宿命として、首都圏で大地震

が発生しても、地震の観測・研究が支障なく継続できる
ことが強く求められており、関係者が耐震補強・新棟建
設を要望し続けた結果、2002年に民間の資金・能力を活
用するPFI事業による新棟建設が認められた。2006年２
月には悲願であった新１号館が旧本館隣に完成し、５月
から利用を開始している。

生徒の質問に答える塚本教授

動物慰霊碑前で献花する教職員・学生

動物慰霊碑前で慰霊の言葉を述べる山本所長

新築された地震研究所１号館（本郷キャンパス）

動物慰霊祭行われる

医科学研究所

新棟披露記念式典を挙行

地震研究所
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クルーザー班が活動するのは“J/24”という種類の多
人数乗りヨット。“クルーザー”と言っても世界的に普
及しているレース艇である。学生ヨットの主流である
“470”や“スナイプ”などのディンギー（少人数乗りの
ヨット）とは異なり、大会参加者は、ほとんど社会人チ
ームにより構成されており、中には日本大学・早稲田大
学といった例年ディンギーの学生チャンピオンを輩出し
ている強豪校ヨット部OBや、オリンピック出場経験を
持つセーラーにより構成されているチームも参加する。
そのため入学してからヨットをはじめたクルーで構成さ
れる大学生チームが４年間で対等に戦えるようになるの
は難しいとさえ言われてきた。
その中で本学ヨット部が、10月14～15日に神奈川県三

浦市小網代沖にて行われたJ/24関東選手権に同部艇「仰
秀Ⅵ」にて出走、優勝を果たした。風速が30knotオーバ
ーという強風コンディションの中、レガッタは２日間で
５レースが消化された。関東水域中のJ/24チームが集ま
るこの関東選手権での優勝は、東大ヨット部がJ/24での
活動を始めて以来初の快挙である。

13日の式典では、大久保修平地震研究所所長の式辞の
後、小宮山宏総長、森口局長よりご挨拶を頂き、新しい
環境で地震学の先端的な研究をさらに進めていくことへ
の期待が表明された。また、長坂潤一施設部長より工事
概要が報告され、所長より工事関係者の方々に感謝状が
贈呈された。
地上７階建、床面積約８千㎡の１号館は、積層ゴムか

らなる免震装置で地面と絶縁され、大地震でも激しく揺
れることはない。また72時間連続運転が可能な非常用発
電機、貯水槽等も備えており、首都圏直下の地震が起き
ても、継続的に防災研究拠点としての機能を維持できる。
旧本館も現在、耐震補強を進めており、年度内には文字
通り地震に強い地震研究所が完成する。

記念式典で挨拶する大久保所長（上）、
森口研究開発局長（左）、小宮山総長（右）

コミュニケーションラウンジで開かれた祝賀会では、
大竹政和地震予知連絡会会長より祝辞を頂いた

「仰秀」搭乗の東大クルー。６名構成

東京大学運動会ヨット部クルーザー
班、２年ぶり３度目の世界選手権出
場を決める

学生部
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これで勢いに乗り、11月３～５日に和歌山マリーナシ
ティにて行われたJ/24全日本選手権大会に臨んだ。同大
会ではプロのセーラーも多く出場しており、これまでの
ヨット部の実績も５年前の13位が最高成績であった。し
かし「シングル（９位以内）とワールド（世界選手権）
出場」の目標を掲げて挑んで見事７位入賞を果たし、２
年ぶり３度目の世界選手権出場を決めた。
世界選手権は来年３月にメキシコで開催される。

全日本選手権レース風景。風を読めるかが勝負の鍵

平成18年度の学内広報発行スケジュール

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1348 学生生活実態調査特集号（予定）
1349 12月６日（水） 12月13日（水） 12月19日（火）
1350 １月10日（水）１月17日（水）１月23日（火）
1351 １月24日（水）１月31日（水）２月６日（火）
1352 ２月７日（水）２月14日（水）２月21日（水）
1353 ２月21日（水）２月28日（水）３月６日（火）
1354 ３月７日（水）３月14日（水）３月20日（火）
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問い合わせ先：
清川ゆり子・武田裕子
医学教育国際協力研究センター
電話：03-5841-3481

Mail：ykiyokawa-tky@umin.ac.jp

日本の産業の生産性を維持し，人が高齢になっても健
康で幸福な生活を送るためには，高齢者の生活や労働を
技術によって支援し，健康に働く環境を作ることが肝要
ですが、それを目的とした横断的学問領域が「健康科学
メカトロニクス」です。そして、これを実現するために
は、ナノ・マイクロシステムを応用したメカトロニクス
による先端技術を利用可能なシステムとして構成する設
計方法論の確立が不可欠となります。
本講演会では、この健康科学メカトロニクスについて

紹介するとともに、その実現のために必須の要素技術で
あるナノアセンブリやナノメートル計測技術などのナノ
テク製造技術やMEMS技術に焦点をあてます。さらに、
それら要素技術の統合によって実現される、人と機械シ
ステムとのインタフェースとして期待される無線センサ
ネットワーク端末に関して、関連分野の外部講師の招待
講演を交えながら紹介し、ナノテク製造技術の社会への
貢献について議論を行います。

参加費：無料
主催：東京大学，産業技術総合研究所
共催：JST CREST「先進的統合センシング技術」領域

日時：11月30日（木）10:20～17:00

場所：安田講堂

10:20～10:40 開会挨拶　産総研　中島尚正理事
東大　岡村定矩理事（副学長）

第１部　健康科学メカトロニクス（10：40～12：00）
（司会：東大・須賀唯知）
10:40～11:10

健康科学メカトロニクス
東大・人工物工学研究センター　淺間　一

11:10～11:40

韓国生産技術院におけるマイクロナノ製造とQoL向上の
ための研究開発（Micro/Nano fabrication and QOL
R&D in Kitech）

医学教育国際協力研究センターでは、毎年、医学教育
の専門家を客員教授としてお招きしておりますが、今年
はカナダのマギル大学よりリンダ・スネル教授（Linda
Snell, MD, FRCPC, FACP）をお迎えしました。スネル
先生は内科がご専門で、マギル大学医学教育センターの
特別教員というお立場もあり、医学教育に関してユニー
クな研究活動を展開されています。平成19年４月15日ま
で滞在され、６回シリーズでご講演いただきます。
つきましては、第１回講演会を下記のとおり行います。

参加するだけで、学習者を刺激する授業の進め方が学べ
るような、魅力的な講義が展開されます。ご来場をお待
ちしております。

日時：11月29日（水） 18:00～19:30

場所：医学部総合中央館333号室
（医学図書館３階）

第１回講演テーマ：
State of the Art: Evaluating Teaching in

Medical Schools -Why, What and How？-
参加費：無料（どなたでも参加できます）

なお、第２回以降の講演会の日程は以下のとおりです。
（テーマは別途お知らせ予定）
12月20日（水）、１月24日（水）、２月14日（水）、３月
７日（水）、３月28日（水）
各回18:00～19:30を予定しております。

主催：医学教育国際協力研究センター
共催：東京医学会

医学教育に関する講演会のご案内

医学教育国際協力研究センター

東大-産総研連携　ナノテク・製造技術分野講演会
「健康科学を拓くナノテク製造技術」

大学院工学系研究科・工学部
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韓国生産技術院　Young-Moo Heo
11:40～12:00

安全安心を目指す製造技術
産総研・先進製造プロセス研究部門　市川直樹

第２部　ナノテク製造技術（13:00～15:20）
（司会：産総研・五十嵐一男）
13:00～13:30

ナノ製造へのアプローチ
東大・産業機械工学専攻　石原　直

13:30～13:50

MEMSの集積化
東大・知能機械情報学専攻　下山　勲

13:50～14:10

常温接合技術
東大・精密機械工学専攻　須賀唯知

14:10～14:40

ナノアセンブリ（Nano assmbly）
Zyvex Co.(USA) Von Err II 

14:40～15:00

ナノ製造のための計測技術
産総研・計測標準研究部門　松本弘一

15:00～15:20

デジタル製造技術の動向
産総研・デジタルものづくりセンター　服部光郎

第３部　ネットワークマイクロシステム

（15:40～17：10）（司会：産総研・佐々木信也）
15:40～16:00

MEMSの商業化
産総研・先進製造プロセス研究部門　前田龍太郎

16:00～16:30

無線センサノード技術（Technology for Wireless
Sensor Nodes）
Fraunhofer IZM(Germany) Jurgen Wolf

16:30～16:50

安全安心のためのアニマルウォッチセンサ
東大・精密機械工学専攻　伊藤寿浩

16:50～17:00 閉会挨拶
東大・松本洋一郎工学系研究科長

問い合わせ先：
大学院工学系研究科・工学部
TEL:03-5841-6491（内線26491）
E-mail: secretary.natsuko@su.t.u-tokyo.ac.jp

１．目的

「知の構造化」について、異なる分野の研究者がどの
ように理解しているかを知り、各分野で使われている技
術を共通に使うことができるのか、異なる分野の技術を
使うことで新しい展望が開けるのか、知の構造化という
ことの分野を越えた普遍的な理解は可能か等を考える。

２．日程

12月４日（月）13：30～17：30

３．場所

理学部１号館（中央棟）小柴ホール

４．スケジュール

Ⅰ．13：30～14：00 小宮山宏総長挨拶
Ⅱ．14：00～15：20 講演
（１）14：00～14：20

情報理工学系研究科コンピュータ科学専攻
辻井潤一教授
・論文、データの共有から知識創造プロセスの共
有へ

（２）14：20～14：40

工学系研究科都市工学専攻　岡部篤行教授
・知の構造化ツールとしてのGIS（地理情報シス
テム）

（３）14：40～15：00

学術統合化プロジェクト（ヒト）関連

「知の構造化」ワークショップ

COEプログラム推進室
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学術統合化プロジェクト（ヒト）では、ヒト学の構築
に向け、ヒトに関する研究のネットワークを作ること、
ヒトに関する知識を共有し発信することを目的として、
「ヒトセミナー」を開催している。今回はその21回目。

【タイトル】

「音楽としての音声
～構造的不変性に基づく人間の音認知～」

【講演者】新領域 基盤情報学専攻　峯松信明 助教授

【日時】12月８日（金）16:30～18:30

【場所】柏キャンパス新領域基盤棟基盤情報講義室2D8

遠隔講義システムにより以下にて聴講可能です。
・本郷キャンパス工学部２号館10F新領域輪講室101B１
・駒場キャンパス情報教育棟４F遠隔講義室

【概要】

「母親と父親」という，音声の個人性に関して言えば
非常に偏った音声提示を通して、幼児は誰の声でも処理
できる方法論を獲得する。一方、音声科学・工学では、
数千・万の話者の音声を集めることで多様性問題を解決
してきた。両者の本質的な差異はどこにあるのか。
今回は、音声に観測される構造的不変項を数学的に導

出し、幾つかの実験結果、更には、種々の言語障害/認
知障害の症例を通して、そして、脳科学，進化人類学な
どにおける種々の知見を考慮する形でヒトの音認知につ
いて考察し、本来あるべき音声情報処理の姿を模索す
る。

【ヒトセミナーとは】

認知科学、実験経済学、情報生命科学、神経工学、電
気生理学等、ヒトにかかわる研究を行っている主として
大学院生、研究者に、自身の研究および研究分野の現状
について話題提供してもらい、参加者と議論している。
特に、神経、認知、学習、社会的知能等、ヒトの知性に
関わる研究に焦点を当てている。
本学大学院生向けの教育サービスですが、研究の現場

に触れてみたい学部学生の聴講を歓迎します。
（参加希望者は、当日直接会場にお越し下さい。）

【URL】http://www.ws100h.net/human/

【問い合わせ先】human@ws100h.net

情報・システム研究機構国立遺伝学研究所
大久保公策教授
・ライフサイエンスにおけるゲノム情報の高度利
用に向けた生命知識の構造化
－構造情報の構造化から機能情報の構造化へ－

（４）15：00～15：20

学術統合化プロジェクト（地球）関連
生産技術研究所　安岡善文教授
・地球観測データの統合的処理
－データから情報へ－

（15：20～15：40 休憩）

Ⅲ．15：40～16：10 コメンテーターによるコメント
コメンテーター
情報基盤センター 山口和紀教授
気候システム研究センター 中島映至教授
工学系研究科工学教育推進機構 美馬秀樹特任助教授
理学系研究科物理学専攻 佐藤勝彦教授
理学系研究科生物化学専攻 黒田真也教授

Ⅳ．16：10～17：30 参加者全員でのディスカッション
テーマ
「知の構造化ツールは、新しいサイエンスを開くのか」
司会：岡村定矩　理事（副学長）
矢野正晴　COEプログラム推進室長

連絡先：COEプログラム推進室
TEL：03-5841-1055（内線21055）

ヒトセミナー(第21回) 音楽としての音声

学術統合化プロジェクト（ヒト）
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11月６日（月）～12月４日（月）までの間、中央診療
棟２の１階及び地下１階廊下にて、医学部・医学部附属
病院創立150周年記念事業委員会の主催により、｢卒業ア
ルバムにみる 東京大学医学部と東大病院のあゆみ 第Ⅰ
部　明治初期から関東大震災まで｣（写真展）を開催し
て、医学部と附属病院の貴重な歴史的写真の展示を行っ
ておりますのでお知らせします。

写真展の開催にあたって（病院長挨拶）

東京大学医学部と附属病院の創立は、安政５年（1858

年）に神田お玉ヶ池に設置された種痘所にさかのぼりま
す。種痘所はその後幕府の西洋医学所となり、わが国に
おける近代医学導入の窓口となりました。明治維新後は
幕府から新政府へ移管され、大学東校、東京医学校など
と名称を変え、明治10年（1877年）に東京大学医学部と
なりました。まさに東京大学医学部と東大病院は日本の
近代化とともに歩んできたと言えます。
本学の医学図書館には、明治36年以来の卒業記念アル

バムが保存されています。欠損するアルバムもあり、ま
た写真に残された世界も東京大学医学部と東大病院の一
面に過ぎませんが、若い医学生の眼に映った当時の光景
は、現在の医療と医学教育にたずさわる者すべてにとっ
て無縁ではありません。自らのルーツを知るだけでなく、
次の時代の医療、教育、病院運営を考える上で貴重なヒ
ントを与えてくれます。また、本郷キャンパスを舞台と
した文学や歴史的事件を思うとき、さまざまな想像力を

かきたてられます。
展示会では明治初期から関東大震災までを第一部、震

災後復興から太平洋戦争、戦後復興、大学紛争、病院再
開発までを第二部としてご紹介いたします。展示写真か
ら時代と世相の変化も感じとっていただければ幸いで
す。

病院長　　　永井　良三

平成19年度の本学の入学者募集要項が決定し、11月16

日（木）から入学志願者に交付されている。
募集人員、試験期日、試験場、合格発表日などは次の

とおりである。

募集人員

学生部

平成19年度入学者募集要項配付

医学部附属病院

卒業アルバムにみる東京大学医学部と東大病院のあゆみ
第Ⅰ部　明治初期から関東大震災まで（写真展開催）

募集人員（人） 前期日程（人）後期日程（人）
文科一類 415 373 42

文科二類 365 327 38

文科三類 485 432 53

理科一類 1,147 1,025 122

理科二類 551 492 59

理科三類 90 80 10

計 3,053 2,729 324

写真展会場の様子
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出願期間

平成19年１月29日（月）～平成19年２月６日（火）ま
で

試験期日

前期日程　平成19年２月25日（日）・26日（月）・27

日（火）
後期日程　平成19年３月13日（火）・14日（水）

試験場

前期日程

後期日程

合格者発表

○第１段階選抜合格者発表

前期日程
合格者発表は、平成19年２月13日（火）13時頃、本郷

地区キャンパスに合格者の大学入試センター試験「試験
場コード」及び「受験番号」を掲示する。

後期日程
合格者発表は、平成19年３月10日（土）13時頃、本郷

地区キャンパスに合格者の大学入試センター試験「試験
場コード」及び「受験番号」を掲示するとともに、電子
郵便（レタックス）により合格者には「合格通知書」を、
また、不合格者には「不合格通知書」を送付する。

科　類 第２次学力試験場
文科一類
文科二類 東京大学　教養学部
文科三類
理科一類

東京大学　法・文・経済・教育・薬
理科二類
理科三類

医・理・工・農の各学部

科　類 第２次学力試験場
文科一類
文科三類

東京大学　法学部
理科二類
理科三類

文科二類 東京大学　経済学部

理科一類 東京大学　工学部

○合格者発表

前期日程
合格者発表は、平成19年３月10日（土）13時頃、本郷

地区キャンパスに合格者の第２次学力試験受験番号を掲
示するとともに、合格者には電子郵便（レタックス）に
より「合格通知書」を送付する。

後期日程
合格者発表は、平成19年３月21日（水）13時頃、本郷

地区キャンパスに合格者の第２次学力試験受験番号を掲
示するとともに、合格者には電子郵便（レタックス）に
より「合格通知書」を送付する。

募集要項交付場所
「本郷地区」

正門、赤門、広報センター（龍岡門）、コミュニケ
ーションセンター（赤門脇）、東大生協（安田講堂
売店、書籍部）

「弥生地区」

農学部正門
「駒場地区」

教養学部正門、
コミュニケーション・プラザ北館１階生協購買部

※東京大学ホームページからも請求できる。

テレホンサービス
募集要項の請求方法（郵送）、出願状況（出願者数及

び倍率）並びに追加合格の有無等について、テレホンサ
ービス（電話番号：03-3818-9900）を行う。
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人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

18.10.15 松本　潔 辞　職（東京大学大学院情報理工学 大学院情報理工学系研究科助教授

系研究科科学技術振興特任教員）

（採　　用）

18.10.16 SIMON-OIKAWA 大学院人文社会系研究科助教授

MARIANNE

18.11.1 佐竹　真幸 大学院理学系研究科助教授

18.11.1 浅見　忠男 大学院農学生命科学研究科教授 理化学研究所中央研究所辻本細胞生化学研究室

副主任研究員

18.11.1 岩田　忠久 大学院農学生命科学研究科助教授 理化学研究所高分子化学研究室副主任研究員

18.11.1 梅野　宜崇 生産技術研究所助教授 京都大学大学院工学研究科講師

（昇　　任）

18.10.16 松村　秀一 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科助教授

18.10.16 岡部　洋二 大学院工学系研究科助教授 大学院工学系研究科講師

18.10.16 村山　英晶 大学院工学系研究科助教授 大学院工学系研究科講師

18.10.16 澤　進一郎 大学院理学系研究科助教授 大学院理学系研究科助手

18.10.16 山田　利博 大学院農学生命科学研究科附属 大学院農学生命科学研究科附属演習林助教授

演習林教授

18.11.1 宮本　英昭 総合研究博物館助教授 大学院工学系研究科助手

18.11.1 三輪　哲 社会科学研究所附属日本社会研究 社会科学研究所附属日本社会研究情報センター

情報センター助教授 助手

18.11.1 沖　大幹 生産技術研究所教授 生産技術研究所附属都市基盤安全工学国際研究

センター助教授

（配 置 換）

18.11.1 住　明正 サステイナビリティ学連携研究機構 気候システム研究センター教授

教授

18.11.1 福士　謙介 サステイナビリティ学連携研究機構 環境安全研究センター助教授

助教授

18.11.1 大場善次郎 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科附属工学教育推進機構教授

18.11.1 石川　徹 大学院情報学環助教授 空間情報科学研究センター助教授

18.11.1 大海　忍 医科学研究所附属疾患プロテオミク 医科学研究所助教授

スラボラトリー助教授

事 務 連 絡

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

発令日、部局、職、氏名(五十音)順
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
気候システム研究センター
E-mail: webadmin@ccsr.u-tokyo.ac.jp
http://www.ccsr.u-tokyo.ac.jp/̃k-koza/index.html

大学院人文社会系研究科
21世紀COE研究室
TEL＆FAX: 03-5841-3736E-mail: coe21@l.u-tokyo.ac.jp

医学教育国際協力研究センター
清川ゆり子・武田裕子
TEL: 03-5841-3481E-mail: ykiyokawa-tky@umin.ac.jp
産業総合研究所先進製造プロセス研究部門ネットワーク
MEMS研究グループ
E-mail: mems-seminar@m.aist.go.jp
TEL: 029-861-7032（担当:田中）

大講堂（安田講堂）

法文2号館1番大教室

医学部総合中央館333号室
（医学図書館3階）

大講堂
（安田講堂）

11月29日（水）
14:30～

11月29日（水）
17:00～

11月29日（水）
18:00～

11月30日（木）
10:20～

気候システム研究センター・伊藤忠共催
公開講座「変化する気候」

加藤尚武教授公開講演会
「生と死・法と倫理」

医学教育に関する講演会
第1回「State of the Art: Evaluating Teaching in
Medical Schools -Why, What and How？-」
※24ページ参照

東大-産総研連携　ナノテク・製造技術分野講演会
「健康科学を拓くナノテク製造技術」
※24ページ参照

大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp/TEL: 03-5454-6139
（美術博物館）E-mail: cmaeda@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所　黒田明伸
E-mail: kuroda@ioc.u-tokyo.ac.jp http://www.ioc.u-
tokyo.ac.jp/cgi-bin/schedve.pl?TueOct317:05:332006

大学院理学系研究科附属植物園
杉山宗隆助教授
TEL: 03-3814-0368
大学院理学系研究科庶務係
TEL:03-5841-7585
E-mai: shomu@adm.s.u-tokyo.ac.jp
http://www.s.u-tokyo.ac.jp/event/public-lecture10/

COEプログラム推進室
TEL: 03-5841-1055
http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/res/061204.pdf

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/CNBI/e/index.html
（英文ページ）

東京大学ドイツ・ヨーロッパ研究センター事務室
E-mail: desk@desk.c.u-tokyo.ac.jp
http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/j/sympo_e132.html

ヒトセミナー担当教員　大武
E-mail: human@ws100h.net
http://www.ws100h.net/human/

大学院総合文化研究科
小森陽一研究室
FAX：03-5454-6221

http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
森本一夫
morikazu@ioc.u-tokyo.ac.jp
生物生産工学研究センター　葛山智久
Tel:03-5841-3073 Fax: 03-5841-8030
E-mail: utkuz@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/biotec-res-ctr/

空間情報科学研究センター
GIS講習会担当古橋
http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/training/

教養学部900番教室
（講堂）

山上会館地階002号室

大学院理学系研究科附属植物園
本園（小石川植物園）
柴田記念館

大講堂
（安田講堂）

理学部1号館（中央棟）
小柴ホール

本郷キャンパス
安田講堂、小柴ホール

駒場キャンパス18号館4階
コラボレーションルーム1

柏キャンパス
新領域基盤棟基盤情報講義室
2D8

駒場キャンパス
900番教室

本郷キャンパス
工学部8号館7階736号室

弥生講堂
一条ホール

柏キャンパス
総合研究棟4階470号室

11月30日（木）
18:30～

12月1日（金）
13:00～

12月2日（土）
9:30～

12月2日（土）
13:00～

12月2日（土）
14:00～

（13:30開場）

12月4日（月）
13:30～

12月4（月）
～7日（木）

12月6日（水）
15:30～

12月8日（金）
16:30～

12月8日（金）
18:30～

12月9日（土）
13:30～

12月11日（月）
13:00～

11月24日（木）
10:00～

第109回オルガン演奏会

ワークショップ
「東アジア史における貨幣と信用」

第53回小石川植物園市民セミナー
「DNA多型と染色体多型からみた日本列島広域分布種
の多様性：アオキとハナイカダを例に」

第10回理学部公開講演会　時間の科学

「知の構造化」
ワークショップ知の構造化ツールは、新しいサイエン
スを開くのか
※25ページ参照

ナノバイオ・インテグレーションシンポジウム

ミヒャエル・ライテラー
駐日欧州委員会代表部公使講演会
―日本とＥＵ：共通の外交利益―
学術統合化プロジェクト（ヒト）ヒトセミナー（第21回）
「音楽としての音声　～構造的不変性に基づく人間の
音認知～」
※26ページ参照

加藤周一氏講演会老人と学生の未来
－戦争か平和か－

東文研シンポジウム
Historical and religious perspectives on early Twelver
Shi`ism

生物生産工学研究センターシンポジウム
「微生物力を活用したものつくりに向けて」

GIS講習会

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL: 03（5452）6863、6866
FAX: 03（5452）6071
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

http://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/

医学部・医学部附属病院
創立150周年記念事業委員会

総合文化研究科・教養学部　美術博物館
TEL: 03-5454-6139
FAX: 03-5454-4929
http://tdgl.c.u-tokyo.ac.jp/̃bihaku/

ハローダイヤル: 03-5777-8600
URL: http://www.um.u-tokyo.ac.jp

教養学部ドイツ語部会（18号館1116室）幸田薫教授
E-mail: koda@boz.c.u-tokyo.ac.jp
〒153-8902 目黒区駒場3-8-1TEL: 03-5454-6346

附属図書館　情報サービス課　専門員
TEL: 03-5841-2640
E-mail: srv-sen@lib.u-tokyo.ac.jp

生産技術研究所
（駒場リサーチキャンパス）

教養学部11号館
2階1106教室

医学部附属病院
中央診療棟2の1階及び地下1階
廊下

総合文化研究科・教養学部
駒場博物館
1階美術博物館展示室

総合研究博物館

ミュンヘン、ベルリン

総合図書館3階ロビー

10月6日（金）
～12月22日（金）

（11月3日、24日を
除く各金曜日　全
10回18:00～）

10月7日（土）～12月3
日（日）10:00～18:00
（入館は17:30まで）
毎週火曜日休館

10月6日（金）
～1月12日（金）

11月6日（月）
～12月4日（月）

11月3日（金･祝）
～平成19年1月28日
（日）（休館日もあ
りますのでご確認
下さい）

平成19年3月7日頃
～25日頃

（変更の可能性あり）

11月1日（水）
～11月30日（木）

第34回生研公開講座イブニングセミナー
「環境のための物質・材料工学最前線」

2006年度冬学期
「高校生のための金曜特別講座」

写真展「卒業アルバムにみる東京大学医学部と東大病
院のあゆみ　第Ⅰ部　明治初期から関東大震災まで」
※27ページ参照

特別展
「一高校長　森卷吉とその時代―向陵の興廃この一遷
にあり」

特別展示
『東京大学コレクション―写真家上田義彦のマニエリ
スム博物誌』展

第9回東京大学ドイツ文化・社会研修プログラム

特別展示（一般公開）
｢知の職人たち　－南葵文庫に見る江戸のモノづく
り－」

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

今年も早いもので残すところあと１ヶ月。この号が配布される頃には、銀杏並木も色づいてい
ることでしょう。もしくはもう散ってしまっているでしょうか。（広報課に「銀杏並木はもう
黄色くなりましたか」という問い合わせがくる頃です。）学内広報は年内あと２号です。次号
は「学生生活実態調査特集号」の予定です。（と）



部局ニュース
10 空間情報科学研究センター

年次シンポジウム～CSISDAYS2006～
盛会のうちに閉幕

11 大学院新領域創成科学研究科

柏キャンパスに「さつき」の植樹

12 生産技術研究所

平成18年度外国人研究者・留学生との懇談
会開催

12 宇宙線研究所

附属神岡宇宙素粒子研究施設にて、地下観
測施設の消防総合訓練を実施

13 柏キャンパスリエゾン室

柏キャンパス一般公開開催

13 生産技術研究所

ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構が
発足　記念講演会が開催される

14 分子細胞生物学研究所

動物慰霊祭

15 大学院医学系研究科・医学部

医学部解剖体慰霊祭が行われる

15 大学院教育学研究科・教育学部

附属中等教育学校で海洋研究所の特別講義
「ウナギ大回遊の謎」を行う

16 医科学研究所

動物慰霊祭行われる

16 地震研究所
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特集

コラム

30 EVENT LIST

◆ 表紙写真 ◆

02 第5回東京大学ホームカミングデイ開催！

04 平成18年度第1回東京大学総長賞

18 さすてなTimes Vol.6

19 （新連載）バリアフリーの現場から　第１回

20 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.7

21 Flags運動部紹介　No.25

22 調達本部です　第19回

22 コミュニケーションセンターだより　No.26

23 龍岡門横丁噺　第８回

23 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第４回

淡青評論
32 出前講義の勧め

ホームカミングデイ・歓迎式典の様子
（２ページに関連記事）

シンポジウム・講演会

INFORMATION

24 医学教育国際協力研究センター

医学教育に関する講演会のご案内

24 大学院工学系研究科・工学部

東大-産総研連携　ナノテク・製造技術分野
講演会「健康科学を拓くナノテク製造技術」

25 COEプログラム推進室

「知の構造化」ワークショップ

26 学術統合化プロジェクト（ヒト）

ヒトセミナー(第21回) 音楽としての音声

一般ニュース

ニュース

06 総務部

東京大学創立130周年記念事業シンボルマー
クの制定について

07 学生部

知の創造的摩擦プロジェクト第３回交流会
「先輩と語る、自分を見つめる」を開催

08 総務部・施設部

本部棟１階フロアがリニューアルしまし
た！

09 財務部

ローソン龍岡門店がオープンしました！

09 環境安全本部

記者発表
「東京大学職員の中皮腫発症について」

06 秋の紫綬褒章受章

キャンパスニュース
17 学生部

東京大学運動会ヨット部クルーザー班、２
年ぶり３度目の世界選手権出場を決める

29 人事異動

お知らせ
27 医学部附属病院

卒業アルバムにみる東京大学医学部と東大
病院のあゆみ第Ⅰ部　明治初期から関東大
震災まで（写真展開催）

27 学生部

平成19年度入学者募集要項配付



定年近くなると色んなことを頼まれる。最後だからまあいいかと、つい

二つ返事で引き受けてしまう。この夏は小学４～６年生とその父母に講義

と実験指導を頼まれた。ある食品企業が企画したもので、親子24組を招待

し、水族館を見学したあと、魚のアミノ酸やタンパク質についての講義を

聴き、食品中のアミノ酸を検出する実験をやってみようというものである。

250組もの申し込みがあったそうである。これは今はやりの食育の企業版で

あるが、親子という点で意義が深い。今多くの食品企業が食育に興味をも

っているのである。

父母も子どもたちも大変熱心であった。講義ではかなり専門用語も使わざるを得なかったが、よく理解し

てくれたようである。予め学習指導要領をネットで閲覧し、何を習っているのかを調べたが、小学４年生で

はパーセントも教わっていない。スライドと話の内容をかなり工夫する必要があった。しかし、子どもたち

の理解力は優れていた。「タンパク質がたった20種類のアミノ酸でできていることがわかってよかった。」な

どという感想もあった。

子どもたちの可能性は無限である。興味の対象も果てしなく広がっていく。多感な子どもたちに研究の最

前線の話をやさしく講義することは、理科ばなれや本ばなれが憂慮されている今、大きな意義があるのでは

なかろうか。農学生命科学研究科では数年前から、近くの根津小学校の生徒さんに「一日東大生」というこ

とで、大教室で授業を行っており、大変好評のようである。「大学生よりしっかり聞いているよ。」という感

想もあると聞く。東京大学に招待するのもいいが、いっそこちらから出前講義をやっては如何であろうか。

本学の教員は2,500人にも達する。全員がテーマを出せば、あらゆる分野の研究の最前線がほとんど網羅で

きるであろう。それをホームページに掲載し、全国の小・中学校や高校に発信すればいい。教員側にもメリ

ットがある。講義スキルの向上が望めるからである。教員の誰にもできるアウトリーチ活動としてきわめて

有効ではなかろうか。

阿部宏喜（大学院農学生命科学研究科）

出前講義の勧め

No. 1347 2006年11月22日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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